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新年のごあいさつ

大阪府環境保健部長

江部高廣

謹んで新年の御祝詞を申し上げます。

皆様には、すがすがしい新春を迎えられ、ます

ます御清栄のことと心からお喜び申し上げます。

昨今の環境保健行政を取り巻く情勢は、急速な

高齢化や国際化の進展、労働時間の短縮や豊かさ

の中でのライフスタイルの変化、ハイテク機器の

晋及による情報化の進展など、目まぐるしく変化

しております。

こうした状況の中で、だれもが健康でいぎいぎ

と安心して暮らせる健康• 福祉社会を実現し、人

生80年時代を豊かで幸福に満ちたものとすること

は、府民すべての願いであります。私ども環境保

健行政に携わる者の使命として、この願いの実現

に貢献してまいりたいと考えている次第でござい

ます。

そのため、本府におきましては、新環境総合計

画のもと、健康で快適な都市環境の創造に努めま

すとともに、地域保健衛生の推進や医療サービス

水準の向上など、保健・医療の総合的推進に全力

で取り組んでおります。

また、本年 9月には、関西国際空港が開港し、

大阪と世界各地との物流や人の交流が飛躍的に発

展することが予想されています。こうした国際交

流の進展に対応するため、輸入感染症に対する府

民啓発をはじめ高次の機能を有する施設の整備や

関係機関の連携など、検疫・防疫体制の強化に努

めてまいりたいと考えております。

貴協会並びに関係者の皆様には、日頃から本府

環境保健行政に暖かいご理解・ご支援を賜ってい

るところでございますが、今後ともより一層のご

協力をお願いする次第でございます。

年頭に当たり皆様のご健勝とご繁栄を心からお

祈りいたしまして新年のごあいさつといたします。

新しい年の

始めに思う

財団法人大阪防疫協会

理事長辻野守 典

明けましてお目出とうございます。

昨年中は何かと御指導、御鞭撻賜りまして有難

うございました。厚く御礼を申し上げますととも

に本年もよろしく御願い申し上げます。

さて、最近とみに気になって来た水、遠足の途

中農家で項＜井戸水のおいしさ、どこの水が特に

おいしいというのでもなく、どこで項く水も皆お

いしかったことを記憶しています。「銘水百選」と

か、水道局はいざ知らず、水を売って商売になる

とは、遠い外国のことと思って来ました。水は

命の母」、海に生命の源を持つ生物にとって、水質

の汚濁は大いに気になるところ、人体にどれほど

の負荷があるのかと考え込んだりします。

こんな世の中に、遺伝子の組み換えによって「バ

イオメダカ」が誕生しているとか。この「バイオ

メダカ」は水中の重金属に反応すると、体が真っ

白になるとか、「現在の河川や湖沼の水質検査には

分析機器が使用されているが、生物に与える影響

は調べることが出来ない」と。変異原性にも反応

する「バイオメダカ？」に頑張ってもらわないと

と思って居ります。

ところで、「きんさん」「ぎんさん」御元気でテレ

ビに大活躍中、本当にお目出たいことです。高令

化が進む中で「キイロショウジョウバエ」から発

見された「長痔タンパク質」、これを 2匹の「老齢

マウスに週 2回、ごく微量」を投与したところ、

35~71日も非投与群より長生ぎしたとか。 「また

非投与群が死ぬ 1~2週間前からぐったりした様

子だったのに対し投与群は死ぬ直前迄元気だった」

とも伝えています。

人間が利用するには、末だクリヤーしなければ

ならない幾つかのハードルがあるのでしょうが、

いつの日か人類への朗報となる日が来るのでしょ

うか。
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新年のごあいさつ

大阪市環境保健局長

間淳

新年あけましておめでとうございます。

皆様には、穏やかに平成 6年の新春を迎えられ

ましたことと心からお喜び申しあげます。

旧年中は、本市の環境保健行政をはじめ市政に

格段の御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、本市では、 21世紀の時代にふさわしい機

能を持った国際都市大阪を築くため、活力と創造

性あふれる、魅力的で住み心地のよいまちづくり

に取り組み、ふれあいとぬくもりのある人間主体

のふるさと大阪、広く世界に貢献する大阪をめざ

しておりますが、経済・文化など都市機能の充実

と合わせ何よりも大切なことは、市域を豊かな都

市生活を楽しめる場としていくために、これまで

以上に都市基盤の整備を図っていかなければなり

ません。

環境保健局では、市民の身近な住環境や自然環

境との触れ合いを求める多様な市民ニーズに応え

るため、環境衛生教育の一環として各種施設に出

向き、生きた昆虫等の啓発媒体を利用した衛生害

虫・不快害虫の駆除及び住環境についての相談・

啓発事業も行っています。

また、従来から行っておりますそ族昆虫駆除事

業の円滑な推進につきましても引き続ぎ努力して

まいりますので、貴協会のこれまでに培われてき

た豊富な実績と知識の御協力が不可欠であります

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

最後になりましたが、貴協会のますますの御発

展と会員の皆様方の御健勝、御多幸を祈念いたし

まして、新年のごあいさつといたします。

新年のごあいさつ

堺市環境保健局理事

兼衛生部長

大保雅嘉

新年あけましておめでとうございます。

皆様には、お健やかに平成 6年の新春をお迎え

のことと心よりお喜び申し上げます。

旧年中は、本市の環境保健行政に格別なご協力

を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、これからの高齢化社会を迎えるにあたり、

長くなる「老後」を生き生きと有意義に過ごして

いくには、何よりも心と身体の健康が大切であり

ます。とりわけ、ストレス社会といわれる今日、

我々ひとりひとりが、「自分の健康は自分で守る」

という自覚をもって健康づくりをしていく必要が

あると思われます。

本市では、「堺市民健康生きがいづくり基金」を

活用した様々な事業を通して市民の健康づくりを

支援しているところであります。一例を挙げます

と、平成 5年度は、身体の健康面の支援事業とし

て、「ふれあいウォーク」を市民575名の参加のも

と実施し、堺市内コースや、本宮町のご協力を得

て熊野古道コース (1泊 2日）を歩くことによっ

て、健康・ふれあい・歴史と文化への理解を呼び

かけてまいりました。また、私個人としましても、

伊勢参宮本街道 162kmを11コースに分けて職場の

仲間とともに数ヵ月かけて踏破し、自らの健康づ

くりにも努めているところであります。

一方、心の健康面として、「ふれあいジャズコン

サート」を開催し、約1000名の市民と共に、音楽

を通した心の健康づくりを行ってまいりました。

本市における文化行政として、今後、与謝野晶

子とアルフォンス・ミュシャに焦点をあてつつ、

文学・芸術面のよりいっそうの充実をはかってい

くつもりでありますが、その施策ともタイアノプ

して、市民が心豊かに生き生ぎと健康に生活でぎ

る街をめざしたいと思っております。

今後とも貴協会のより一層のご理解・ ご支援を

賜りますようお願い申し上げますとともに、最後

になりましたが、今後益々の発展と会員の皆様方

のご健勝を心よりお祈り申し上げまして、新年の

ごあいさつとさせていただきます。
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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ

東大阪市保健衛生部長

中西喜代治

新年あけましておめでとうございます。

耀かしい新春を迎え、皆様がたのご多幸とご繁

栄を心からお祈り申し上げます。

旧年中は、本市の保健衛生行政に格別のご協力

を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、本市では「人間尊重に根ざした市民都市

の創造」を基本理念とした新基本計画を策定し、

健康で生ぎがいを感じるまちづくりを目差してお

ります。

昨年 9月には、近鉄花園ラグビー場と花園中央

公園等を会場に、「元気シティ東大阪市民フェステ

ィバル」を開催いたしました。

これは本市国民健康保険事業によるヘルスパイ

オニアタウン事業の一環として行われたもので、

子どもからお年寄りまで、全ての市民の方に楽し

みながら健康づくりをしていただくための催しで

あります。

当日は幸い天候にも恵まれ、 の下に、健康

展をはじめ、スポーツや歌・踊りなど、各種のイ

ベントに多数の市民の方が参加され、健康の大切

さ、すばらしさを改めて実感されたことと思いま

す。

また、我国のこれからの地域保健のあり方につ

いては種々検討されているところでありますが、

何よりも住民の多様なニーズに対応した、きめ細

かな行政サービスの提供が求められております。

本市におきましても、保健、医療、福祉の連携

をより一層強化すると共に、市民生活に密着した

「健康づくり」の推進に努めてまいる所存であり

ます。

こうした行政展開を更に充実させるため、貴協

会のなお一層のご支援を賜りますようお願い申し

上げます。

最後になりましたが、貴協会の今後益々のご発

展と、会員の皆様がたのご活躍、ご健勝を祈念い

たしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

阪急電鉄株式会社

鉄道本部運輸部管理グループ調在役

累 一日一
ーヽ

新年あけましておめでとうございます。

心あらたまる新春を迎え、皆様方のご多幸とご

繁栄を心よりお祈り申し上げます。

大阪防疫協会の皆様方におかれましては、日頃

より当社の駅美化に対して格別のご協力を賜り、

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

昨年を振り返りますと、国際的にはもちろん国

内においても連立政権の誕生に代表きれる変動の

年であり、また、天候不順に加えて不況の影響が

さまざまな形で影を落とした一年でした。

当社においても、ご乗客の数が伸びなやむなか、

昨年は高槻市駅、桂駅での商業施設のオープンを

はじめ、宝塚、豊中、川西能勢口、今津の各所で高

架化工事等に積極的に取り組んで参りました。ま

た、 10月には近畿運輸局より連続30期運転無事故

表彰を戴く等、安全運行の責任の重大さを再認識

ざせられると共に、安全確保へ気持ちを新たにし

た一年でもありました。

今年も、新聞などの報道を見ていますと、経済

情勢は必ずしも楽観を許さないようですが、こう

いう時こそ明るさを失わず、将来に向かって前向

きに仕事をしていくことが大切であると思います。

先にも述べましたように、当社においても高架

化工事等により、駅施設の質が向上しています。

そしてそれに伴ってますます質の高い清掃等の施

設管理が要求されるようになってぎています。今

年が、鉄道をご利用項くお客様のご要望にお応え

するために、どうすれば良いのかを皆様方と一緒

に考え、行動できる一年となることを願っており

ます。

最後になりましたが、貴協会の益々のご発展と

皆様方のご健勝をお祈り申し上げまして新年のご

挨拶とさせて頂きます。
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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ

南海電気鉄道株式会社

鉄道事業本部運輸部運転課長

小寺康之

新年あけましておめでとうございます。

新春を迎え皆様方のご多幸とご繁栄を心からお

祈り申し上げます。

平素は当社業務に格別なご理解とご協力を賜り

まして誠にありがとうございます。

さて本年は待望の関西国際空港が開港いたしま

す。空港へのアクセスを担当いたします当社にお

ぎましては、様々なプロジェクトが最終段階に至

っております。

まず難波～空港間を29分で直結する特急「ラピ

ート」をはじめ、通勤型車両も含めた約60両の車

両新造、また難波駅でのチェソクイン手続きが可

能となる「なんばCAT」の設置を主とした難波駅

の整備・改良工事、さらには空港連絡鉄道線の建

設工事や南海線の連続立体化工事等、開港へのス

ケジュールに従って順調に進んでおります。

一方私共運転課でも、空港輸送の基本ダイヤの

作成を始め、 JR西日本との空港新線への相互乗入

れに関する協定の締結、さらに現在線でのスピー

ドアソプ試運転実施等に全力投球の状況でござい

ます。

このダイヤを作成するにあたりましては、従来

の基本方針に加え、海外へ出かけられ、又来日さ

れるお客様にいかに便利な輸送を提供するかとい

う事も大切な要素でありました。もちろん空港内

の職場へ通勤をされるお客様、さらには現在も当

社線を御利用いただいているお客様にもご満足を

いただく、という様々な条件を考慮いたしました。

さて空港開港まで約 9ヶ月、空港へのアクセス

を担うという重要な仕事を経験させていただいた

という喜びを感じつつ、なお一層努力する所存で

ございます。

最後になりましたが、貴協会の益々のご発展と

皆様方のご活躍、ご健勝をお祈り申し上げ、新年

のご挨拶とさせていただぎます。

関西テレビ放送株式会社

総務局施設管理部長

井 之 川 忠 一

新年あけましておめでとうございます。

皆様にはつつがなく新春をお迎えの事と心から

お慶び申しあげます。

さて、バブル崩壊以来、景気の低迷を続ける我

が国経済は急激な円高、異常気象等の影響もあっ

て、なかなか回復の兆しが見えて来ません。その

中にあって長年続いた自民党政権から連立政権へ

と政権が移りました。日本のみならず全世界が不

況ですが、早く安定した生活が出来るようになっ

てほしいものです。

ところで、私共放送業界も不況の波に揉まれて

いますが、お陰様で私共関西テレビ放送は昨年11

月に開局35周年を迎える事が出来ました。これは

偏えに、皆様のご声援があればこそと感謝してお

ります。この間、皆様に好まれる番組もどんどん

変わっています。昨年は今迄あまり人気がなかっ

たドラマが復活し、高視聴率を取るようになりま

した。又、特筆すべきはサッカーの爆発的な人気

です。今迄スポーツ番組と云えば野球、マラソン、

ゴルフ等が人気の中心でした。ところが昨年春 J

リーグが開幕し、サッカーの人気は鰻登りに上昇

し、プロ野球の人気を追い抜く威勢です。巨人戦

や日本シリーズの人気が以前に比べて低下してい

るのに反して、昨年10月カタールで行なわれたサ

ソカーのワールドカソプ地区予選で当社が放送し

た日本対韓国戦、最終の日本対イラク戦（テレビ

大阪）等は40%近い高視聴率でした。これ等の試

合をテレビで見てサソカーの虜になった方も多い

のではないでしょうか。

テレビの番組内容は時と共にどんどん変化して

いきます。関西テレビではこの変化に遅れる事な

く、楽しい、お役に立つ番組を放送したいと思っ

ています。今年もよろしくお願い致します。

最後になりましたが貴協会の益々のご発展と会

員の皆様方のご健勝とご多幸をお祈りして新年の

ご挨拶とさせていただきます。
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